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１．はじめに 

鹿児島湾の流域人口は約85.9万人と県人口の約50%を占めている．中でも近年，湾奥部の人口増加は大き

い．県の鹿児島湾ブルー計画によると湾奥に位置するⅣゾーンはCOD排出汚濁負荷量が11.2t/dayと最も高

い．本研究ではこの湾奥部Ⅳゾーンに流入する清水川，郡田川（天降川支流）と，鹿児島市内を流れる稲荷

川において理化学的水質および水生生物調査を行った．これらの河川流域は土地開発に伴う市街化が著しく,

生活排水による影響がおよそ90%を占める河川もある．水生生物調査はPoC（Porous Concrete）ブロックを

採水地点に浸し，これに付着棲息する水生生物を採取調査する新たな調査法を試みた。また、同時に理化学

的水質調査も行うとともに，これらの相関性について検討し有意な知見を得た． 

２． 調査河川概要 

調査研究を行った河川は鹿児島湾に流入する稲荷川，清水川，郡田川の３河川である（図－1）．稲荷川は

鹿児島市東部を流れる２級河川で,飲み水として約40,000t/dayが河川下流から取水されている．この水源に

近い上流域には小規模の食品加工，その他の工場が多い．清水川は鹿児島湾に注ぐ流域内人口約5,900人の

生活排水（未処理87%）の影響をかなり受ける流量の少ない河川である．天降川は霧島市を貫流する２級河

川で郡田川はその支流である。その流域は急激な市街化が進んでおり，大規模な食肉加工工場もある．これ

らの河川の水域環境変化を調査するため、1996～2005年理化学的水質調査とPoC（Porous Concrete：多孔

質コンクリート）ブロックに付着棲息する水生生物調査を行った． 

３． 水生生物調査と理化学的水質調査 

水生生物調査による河川環境評価の利点は理化学的水質調査と比較して，ある程度の過去から現在までの

平均的な水質が把握でき，こまかく安価で簡便に把握することが可能なことである．しかし夏冬の気候の厳

しい季節にはかなり大変な調査となり，指標生物などを数値化し理化学的水質汚濁との比較が難しいなどの

問題もかかえている．本研究では中性化処理したPoC（Porous Concrete）ブロックを水生生物調査に利用し

た。PoCブロック10cm×10cm×40cmは多孔質なコンクリートのブロックで、これを水で中性化処理した

後，河川の採水地点に浸け1ヵ月後に引き揚げる。その後水を張ったコンテナに入れて２日程酸欠状態に置

き，生物を採取して水質指標に従って分類しPantle-Buck 法により

PI（pollution index）を出し評価を行った．理化学的水質測定は生

物調査と同様１月ごとに，各河川ともに上流から下流にかけて５

から７地点の定点採水を行った．理化学的水質測定項目は気温，

水温，流速，流量，透視度，ｐＨ，ＳＳ，ＢＯＤ５，ＣＯＤ，Ｎ

Ｈ４
＋－Ｎ，Ｔ－Ｎ，Ｔ－Ｐの 1２項目で，水生生物調査とほぼ同

時に計測した． 
４． 調査結果 

 清水川，稲荷川など流量（0.18～0.52m3/sec）の少ない河川で

はＢＯＤ5，ＣＯＤ，Ｔ－P，ＮＨ４
＋－Ｎが月によって工場下流で

大きく変化した．図－２は清水川市街地のＢＯＤ・ＣＯＤの経月

変化（1996～1998 年）を表したものである。ＢＯＤは大きく変

動する時期があるものの、通常はβ-中腐水性からα-中腐水性の

 

図－1 調査河川 
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間で変動し生活排水の影響を受けている． 

 図－３は郡田川流域Ａ～Ｆ地点のＣＯＤの経月変

化（1998～1999 年）を表したものである．Ｄは食

肉加工工場下で夏から初秋にかけて大きく変化して

いる．この影響はこの下流Ｅ，Ｆ地点にも及ぶ．Ｂ

ＯＤとＣＯＤはほぼ同様の変化を示すが、1998年８

～９月にはＣＯＤ成分の大きな流入があったと考え

られる．図－4 はその４～１１月のＢＯＤ測定値で

ある。上流 A，B，Ｃ地点までは年間を通して理化

学的水質はほぼ貧腐水域にある．しかしＤ地点を境

にそれより下流域ではβ-中腐水性からα-中腐水性

水域となりＤ地点は強腐水性となることも多い． 
同河川の PoC ブロックを用いた水生生物による

各採水地点ごとの各水質指標生物の水生生物数のグ

ラフは図－5 のようになる．これを元に Pantle-Buck
法による生物学的評価ＰＩ（pollution index）を行い，

ＢＯＤによる理化学的水質評価と比較した．これに

よると５月の PoC ブロックに付着生息した水生生

物の生物学的ＰＩ評価とＢＯＤによる理化学的水質

評価には非常に良好な相関性が見られる．また他の

月も上流部Ａ，Ｂ，Ｃは理化学的水質が貧腐水性で

ある。しかし，水生生物から見るとＣ地点で生物種

に変化がでてきおり、さらにＤ地点では水生生物と

理化学的水質がかなり変化し，大きな汚濁負荷があ

ったと考えられた． 
５． まとめ 

以上の結果をまとめると次のようになる．PoCブ

ロックに付着生息した水生生物の Pantle-Buck 法に

よる生物学的ＰＩ評価とＢＯＤによる理化学的水質

評価には非常に良好な相関性が見られ，河川の化学

的水質変化よりも早い時期に水質汚濁による変化を

把握することが可能であった．また，定期的に細か

くﾎﾟｲﾝﾄごとに水環境の把握が可能であり，室内で生

物採取できるため作業が容易であった． 
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図-３　郡田川各採水地点のCOＤ経月変化（1998～1999年）
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図-２　 清水川のＢＯＤ・ＣＯＤ経月変化（1996～1999年）
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図－４　郡田川採水地点ごとの各月のBOD
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図-５　 PoＣブロックに生息した水生生物数グラフ（1999年5月）
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